
資料 ２ 

協議事項２ 

計画策定の流れ（スケジュール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.市内現状分析(～8月） 

２.実証運行に関する計画策定(7～8月） 

３.実証運行実施(10～11 月） 

 
 
 
第 1 回会議 

・現状の確認 

・実証運行計画に

ついて 

（H23.6.23） 

 

第 2 回会議 

・実証運行の 

実施状況の確認 

・住民への啓発活

動について 

・現状課題の把握

(7 月） 

 

●実証運行計画

の議会報告 

 

第 3 回会議 
・計画の骨子の検
討 
・アンケート調査
内容の検討 

・実証運行の検証 

(11 月） 

 

・次年度予算の検

討(11 月） 

 

 

第 4 回会議 

新たな運行体系

等計画の検討(12

月） 

 

 

 

第 5 回会議 

公共交通計画(素

案)への意見収集

と調整(1～2 月） 
 
第 6 回会議 

・計画の素案につ

いて協議 

(H24.2 月） 
 
 
 
●計画の議会
報告(4 月） 

４.実証運行評価（11～12 月） 

◆既存資料分析既存資料 
◆市民アンケート分析 
◆地域意向調査分析 

 

５.他の交通手段も含めた新たな（４月以降）公
共交通体系の検討(11～12 月） 

６.都留市公共交通総合連携計画策定(12～2

月) 

◆運行事業者選定 
◆実証運行計画策定 
◆バス停、利用料金等の設定 
◆利用者・運行事業者説明会 
◆広報活動(チラシ・広報など) 

◆期間 ：10 月～11 月 
◆運航日：期間中平日 
◆利用者：全市民 
◆実証予定体系：循環バス及びデマンド
交通の実施 
◆地域の意見を聴取、利用状況を検証 

◆利用者アンケート調査 
 ・運行期間随時  
 ・車内配布 
◆運行データ分析 
 (利用者推移、乗降場利用状況等) 
◆地域等の意見を聴取、利用状況を検証 

◆運行形態、料金等の検討 

◆計画の検討（H23.12～H24.1 月） 
◆計画素案に対する意見募集（H24.2
月） 
◆計画案の決定（H24.3 月） 

 

 

 

 

 

 

実証運行実施に

あたっての地域

説明会の実施 

（7～8月) 

実証運行におけ

る路線該当地域 

 

市全域に向けた

啓発事業 

実証運行への協

力依頼（8,9 月） 

 

 

利用者、旅客運

送事業者、企業、

各種団体におい

て、公共交通利

用 に 対 す る 実

態、活用に向け

ての意向調査 

（8～12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を拓くまち

づくり会議にお

いて素案に対す

る意見の募集 

（2月） 

パブリック・コ

メントの募集 

(2 月） 

 

 

 

 

第 1 回会議 

・現状の確認 

・実証運行計画

について 

（H23.6.28） 

 

第 2 回会議 

・実証運行計画

について（(料金

体系、ダイヤ変

更等の決定) 

・実施後のアン

ケート調査につ

いて 

（H23.7 月） 

 

 

 

 

第 3 回会議 
・計画の骨子の
検討 
・アンケート調
査内容の検討 

(11 月） 

 

第 4 回会議 
・実証運行実施
結果の検証 
・各種調査事業
の実施とデータ
の分析 
・地域ごとの運
行計画の検討 

(12 月下旬） 

 

 

第 5 回会議 

・計画の素案に

ついて協議 

(H24.2 月） 

 

 

 

 

第 6 回会議 

運行計画（案）

の策定（H24～26

年）（H24.3 月） 

関係自治会・市

民・利用者、地

域協働のまちづ

くり推進会 

 

 

都留市地域公

共交通会議(地

域公共交通活

性化協議会） 

 

 

都留市企画推進

局地域公共交通

検討班 

事業内容 


